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動き出した農家民泊

市
内
の
農
家
民
泊
の
取
り
組
み

国
は
、
小
・
中
学
生
の
長
期

宿
泊
体
験
活
動
を
推
進
す
る
「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
は
、
県
と
公
益
財
団

法
人
グ
リ
ー
ン
ふ
る
さ
と
振
興

機
構
を
中
心
と
し
て
、
農
家
民

泊
の
受
け
入
れ
を
平
成
20
年
6

月
か
ら
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同

年
9
月
に
は
、
里
美
地
区
に
農

家
民
泊
受
け
入
れ
団
体
「
里
美

山
村
交
流
会
」
が
発
足
。
平
成

25
年
に
は
金
砂
郷
地
区
で
「
金
砂

田
舎
体
験
推
進
協
議
会
」、
翌
年

に
は
、
水
府
地
区
の
町
田
・
東
染
・

西
染
町
で
「
田
舎
体
験
推
進
協
議

会
」
が
設
立
。
今
年
の
6
月
に
は
、

和
久
町
で
農
家
民
泊
団
体
が
立
ち

上
が
り
、
現
在
ま
で
に
県
内
外
か

ら
約
２
１
０
０
人
の
小
・
中
学
生

が
当
市
で
の
農
家
民
泊
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
表
1
）

今
回
の
特
集
で
は
、
年
々
人
気

上
昇
中
の
農
家
民
泊
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

特集

表 1

農家民　泊　
またおいで

農家民泊の受入人数（人）
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2
～
４
人
程
度
の
小
・
中
学

生
を
、
家
庭
で
預
か
り
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
１
泊
2
日
で
食

事
を
共
に
し
な
が
ら
、
農
作
業

等
の
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
し
ま

す
。
普
段
の
あ
り
の
ま
ま
の
生

活
体
験
（
農
作
業
、
山
菜
採
り
、

も
ち
つ
き
、
川
遊
び
な
ど
）
を

行
う
の
で
、
受
け
入
れ
家
庭
は
、

特
別
な
お
も
て
な
し
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
年
に
2
～
３
回
程

度
の
受
け
入
れ
機
会
が
あ
り
ま

す
。 農

家
民
泊
と
は

農
家
民
泊
の
効
果

現
在
の
小
・
中
学
生
の
課
題

と
い
わ
れ
る
「
本
物
を
知
ら
な

い
」、「
受
け
身
で
あ
る
」、「
協

調
性
が
無
い
」
等
。
農
業
体
験

や
調
理
体
験
等
の
一
連
の
生
活

体
験
を
と
お
し
て
、
人
と
人
と

の
ふ
れ
あ
い
を
学
び
ま
す
。
ま

た
、
受
け
入
れ
家
庭
の
方
も
小
・

中
学
生
と
一
緒
に
体
験
す
る
こ

と
で
、
や
り
が
い
や
生
き
が
い

な
ど
、
活
力
を
生
む
原
動
力
に

な
り
ま
す
。

（�市の観光振興課やグリーンふるさと振興
機構が町会単位で農家民泊の概要説明）

農家民泊受入までの流れ
行政などから概要説明

正会員募集

田舎体験推進協議会（仮）設置

受入事前説明会

（農家 20 軒以上で協議会を設立）

（町会単位でチラシ等により正会員を募集）

（�グリーンふるさと振興機構が窓口となり、農
家民泊の受け入れ団体に事前説明会を実施）

農家民泊の受け入れ

［特集］またおいで　農家民泊

里
美
山
村
交
流
会
の
取
り
組
み

農家民泊で都市との交流

里
美
地
区
で
は
、
以
前
か
ら
日

立
市
の
水
木
小
と
の
交
流
で
、
農

業
体
験
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ふ
る

さ
と
振
興
機
構
が
中
心
と
な
り
、

里
美
地
区
の
農
家
が
加
盟
す
る
里

美
山
村
交
流
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

農
家
民
泊
の
受
け
入
れ
家
庭
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
体
験
メ
ニ
ュ
ー

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
、
1
年
を

と
お
し
て
行
わ
れ
る
交
流
事
業
の

た
め
、
子
ど
も
た
ち
は
季
節
に
応

じ
た
農
業
体
験
が
可
能
。
野
菜
の

収
穫
や
茶
摘
み
、
リ
ン
ゴ
園
の
手

入
れ
な
ど
そ
の
家
庭
で
当
た
り
前

に
す
る
こ
と
を
体
験
し
ま
す
。

ま
た
、
家
族
の
だ
ん
ら
ん
や
農

作
業
の
話
、
こ
の
地
域
の
昔
話
な

ど
、
一
般
の
宿
泊
施
設
で
は
味
わ

う
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
・
交
流

を
し
ま
す
。

小林信房 さん
（大中町）

農家民泊の受け入れ戸数は 30 軒あり
ます。最近は、若い世帯の受け入れ家庭
が多くなり活気が出てきました。農家民
泊の良いところは、里美地区の雄大な自
然と地域資源を生かした体験ができるこ
とや、子どもたちがまた里美地区に遊び
に来てくれることですね。会が発足して
７年経過し、当時の子どもが大人になり、
中には結婚報告に来てくれる方もいて、
まるで孫ができたみたいにうれしいです。
今後も農家民泊をとおして里美地区を活
性化していきたいと思っています。

豊田紀雄 さん
（小菅町）

interview

里美山村交流会
事務局会長

発進
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13:00

14:00

18:00

22:00

8:00

12:00

14:00

歓迎セレモニー
学校と受け入れ地域のあいさつのあと、受
け入れ家庭とのご対面。その後、各班に分
かれ、受け入れ家庭へ移動します。

受け入れ家庭に到着したら、まずは自己紹
介。作業服に着がえたら、農作業などを手
伝います。

体験

夕食準備・夕食
滞在中の食事は、受け入れ家庭の方と一緒
に作ります。自分で作った料理の味は格別。
一緒に作ることで食卓の会話も弾みます。

就寝
受け入れ家庭の方と、楽しいおしゃべり
やカードゲームなどをしたり、団らんの
時間を過ごして就寝

起床・朝食準備・朝食
起床し、布団も自分でたたみます。朝食は、
受け入れ家庭の方と一緒に作ります。

体験
朝食後は、散策や体験など。出発までの時間
を受け入れ家庭の方と過ごします。

昼食
昼食を取りながら一緒に過ごした貴重な時間
を振り返ります。

出立セレモニー
出立セレモニー会場に集合し、受け入れ団体
代表、生徒代表があいさつ。受け入れ家族と
児童・生徒は別れを惜しみつつ、バスは帰路
につきます。

6:00

農家民泊今後の展望 2 日目

1 日目
農家民泊の 1 日の流れ

（1 泊２日の農家民泊の場合）
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白石甲子郎さん
（西染町）

農家民泊の受け入れをして２年目。「カエル
の鳴き声を初めて聞いた」「稲作も初めて見た」

「キュウリやナスがなるのを初めて見た」など、
子どもたちにとっては見るものの多くが初め
ての様子で、田舎でしか味わえない貴重な体験
をしたと思います。この地域でも子どもが少
なくなっていて、農家民泊をして子どもの声が
聞こえることが幸せだと感じています。昨年民
泊をした子どもからは、手作りの写真立が贈ら
れてきました。私にとっては一
生の宝もの。
こ れ か も 地
域を盛り上げ
ていきたいと
思います。

人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
感
動　

～
交
流
の
様
子
～

7
月
１
日
・
２
日
、
千
葉
市
立

誉
田
小
6
年
生
１
０
1
人
が
、
里

美
地
区
、
金
砂
郷
地
区
、
水
府
地

区
の
各
家
庭
で
農
家
民
泊
を
行
い

ま
し
た
。
千
葉
市
立
誉
田
小
が
当

市
で
行
う
農
家
民
泊
は
今
年
で
2

年
目
。
金
砂
郷
・
水
府
・
里
美
地

区
で
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

受
け
入
れ
家
庭
と
の
ご
対
面
。
そ

の
後
、
各
班
2
～
4
人
に
分
か
れ
、

受
け
入
れ
家
庭
へ
移
動
。
児
童
は
、

初
め
て
出
会
う
人
の
家
へ
泊
ま
る

こ
と
に
不
安
の
顔
を
見
せ
な
が
ら

も
、
夜
に
は
、
受
け
入
れ
家
庭
の

方
と
打
ち
解
け
て
笑
顔
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
日
常
で
は
味
わ
う
こ

と
が
で
き
な
い
農
作
業
や
そ
ば
打

ち
体
験
、
ザ
リ
ガ
ニ
捕
り
な
ど
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
別
れ
際

に
は
、
涙
を
流
し
な
が
ら
受
け
入

れ
家
族
と
の
固
い
握
手
を
交
わ
し
、

再
会
を
誓
い
ま
し
た
。

interview

［特集］またおいで　農家民泊

わが子よ。また常陸太田へ
戻っておいで

西染田舎体験推進協議会

グリーンふるさと振興機構へ聞く

県北地域は、里山・川・海など自然に恵まれ、体験・交流型の素材が豊富にそ
ろっています。そして、学校等が実施する教育旅行といえば、京都や奈良などの
観光地を巡る旅行が主流でしたが、最近は、体験・交流型旅行を実施する学校が
増えてきました。その中でも特に農家民泊、農業体験、アウトドアスポーツの体
験学習に対するニーズが高くなっています。旅行先として人気が高いのは南信州
や越後ですが、茨城は首都圏からのアクセスが良く、受け入れ体制さえ構築でき
れば需要が増えると見込んでいます。農家民泊の効果は、
子どもたちが農家の方と一緒に汗を流して体験すること
で、農業の大切さや食の大切さ、働くことの喜びなどを
学べるという点です。そして別れ際には感動で涙を流す
子どもたちもいます。これはふつうの旅行では味わうこ
とができない特別なものです。今は小・中学校の教育旅
行として受け入れていますが、今後は大人の旅行として
農家民泊の需要があると思います。もちろん茨城国体や
2020 年の東京オリンピック、茨城空港利用の外国人観
光客などもターゲットになると思います。今後も市と協
力して地域振興に取り組んでいきますので、農家民泊に
興味をもたれた方は、ぜひ声をかけてください。

公益財団法人
グリーンふるさと振興機構
参事
　宮田 孝之さん

農家民泊今後の展望
interview

未来
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✿おめでとうございます

市
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

市
制
施
行
記
念
日
の
７
月
15
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
条
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た
り
市
政

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
62
人
、
6
団
体
の
方
々
の
功
績

を
た
た
え
、
表
彰
状
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

【
自
治
功
労
表
彰
】

　

✿�

市
議
会
議
員
と
し
て
多
年
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与

　
　

澤
畠
亮
（
内
田
町
）

    

✿�

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
多
年
に
わ

た
り
地
方
自
治
の
振
興
発

展
に
寄
与

　
　

小
林
等
（
天
神
林
町
）

【
自
治
表
彰
】

　

✿�

市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
発
展
に
寄
与

　
　

�（
故
）
赤
堀
平
二
郎
（
谷

河
原
町
）

　

✿�

教
育
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与

　
　

根
本
恵
子
（
花
房
町
）

　

✿�

監
査
委
員
と
し
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
寄
与

　
　

髙
木
将
（
内
堀
町
）

　

✿�

消
防
団
副
団
長
と
し
て
地
方

自
治
の
振
興
発
展
に
寄
与

　
　
　

石
井
啓
一
（
小
妻
町
）

【
一
般
表
彰
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　

✿�

町
会
長
と
し
て
地
方
自
治
の

進
展
に
尽
力

　
　

大
内
國
昭
（
藤
田
町
）

　
　

石
橋
秀
夫
（
東
一
町
）

　
　

中
郡
浩
（
新
宿
町
）

　
　

中
村
忠
男
（
小
島
町
）

✿�

統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自

治
の
進
展
に
尽
力

　
　

廣
木
光
男
（
大
方
町
）

　
　

永
山
隆
（
岩
手
町
）

　
　

飛
田
松
夫
（
岩
手
町
）

　
　

大
森
勝
夫
（
和
田
町
）

▼�

社
会
福
祉
の
増
進
、
民
生
の
安

定

　

✿�

多
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
と
お
し
て
社
会
福
祉
の
増

進
に
尽
力

　
　

い
ず
み
舞
踊
会
（
常
陸
太

　
　
　

田
市
）

　
　

�

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ぶ
ど

う
の
木
（
常
陸
太
田
市
）

　
　

��

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

か
わ
せ
み（
常
陸
太
田
市
）

	�


太
田
一
高
Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
（
常

陸
太
田
市
）

　

✿�

介
護
認
定
審
査
会
委
員
と
し

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力

　
　

�

谷
津
幸
雄
（
水
戸
市
）

　
　

�

高
倉
篤
（
水
戸
市
）

　
　

�

小
澤
一
友
（
大
平
町
）

　
　

�

朝
日
光
臣
（
大
中
町
）

▼
保
健
衛
生
の
向
上

　

✿�

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
と
し
て
保
健
衛
生
の
向

上
に
尽
力

　
　

藤
田
敬
子
（
水
戸
市
）

▼
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上

　

✿�
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

　
　

鈴
浦
康
二
（
磯
部
町
）

　
　

後
藤
義
則
（
白
羽
町
）

　
　

海
老
根
敬
司
（
竹
合
町
）

▼
治
安
の
維
持
、
災
害
の
防
止

　

✿�

消
防
団
活
動
を
と
お
し
て
地

域
防
災
に
尽
力�

　
　

矢
吹
平
（
小
目
町
）

　
　

竹
之
内
薫
（
久
米
町
）

　
　

弓
野
政
人
（
上
深
荻
町
）

【
感
謝
状
】

▼
地
方
自
治
の
進
展

　

✿�

町
会
長
・
副
町
会
長
と
し
て

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　
　

立
原
重
雄
（
宮
本
町
）

　
　

森
山
勝
一
（
上
河
合
町
）

　
　

島
根
正
紀
（
馬
場
町
）

　
　

髙
橋
松
男
（
西
二
町
）

　
　

宇
野
隆
行
（
粟
原
町
）

　
　

安
一
麿
（
松
栄
町
）

　
　

茅
根
和
一
（
芦
間
町
）

　
　

多
賀
谷
謙
豊
（
大
方
町
）

　
　

阪
本
勝
實
（
竹
合
町
）

　
　

三
宅
進
一
（
松
平
町
）

　
　

中
嶋
滿
（
天
下
野
町
）

　
　

荷
見
誠
（
里
川
町
）

　
　

豊
田
一
（
小
妻
町
）

　

✿�

統
計
調
査
員
と
し
て
地
方
自

治
の
進
展
に
尽
力

　
　

中
村
勉
（
岡
田
町
）

　
　

舟
橋
正
行
（
内
田
町
）

　
　

篠
原
利
秋
（
内
田
町
）

　
　

川
松
富
雄
（
亀
作
町
）

　
　

根
本
元
明
（
町
屋
町
）

　
　

肥
田
洋
一
（
大
里
町
）

　
　

須
藤
直
行
（
下
利
員
町
）

　
　

�（
故
）
海
老
根
翔
六
（
下

利
員
町
）

　
　

野
田
正
行
（
中
利
員
町
）

　
　

野
田
正
行
（
中
利
員
町
）

　
　

桑
原
義
裕
（
大
里
町
）

　
　
（
故
）石
川
宏
海（
赤
土
町
）

　
　
　
（
故
）猿
田
圀
彦（
東
連
地
町
）

　
　

猿
田　

浩
（
東
連
地
町
）

　
　

鈴
木
勝
美
（
国
安
町
）

　
　

和
田
武
久
（
和
久
町
）

　
　

根
本
謙
治
（
天
下
野
町
）

　
　

菊
池
淳
（
東
染
町
）

　
　

豊
田
善
行
（
上
深
荻
町
）

✿�

多
額
の
寄
付
を
と
お
し
て
地

方
自
治
の
進
展
に
尽
力

　
　

�（
株
）
小
池
住
建
（
上
高

倉
町
）

　
　

�

瀬
谷
く
に
（
横
浜
市
）

　
　

匿
名
（
東
京
都
）

　
　

豊
田
高
久
（
水
戸
市
）　

　
　
　
（
株
）筑
波
銀
行（
土
浦
市
）

▼
教
育
、
文
化
、
道
義
の
向
上

　

✿�

青
少
年
相
談
員
と
し
て
青
少

年
の
健
全
育
成
に
尽
力

　
　

小
吹
勝
利
（
真
弓
町
）

　

✿�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
地

域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力

　
　

松
本
好
江
（
天
下
野
町
）
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✿県
青
年
農
業
士
に
認
定7

月
13
日
、
久
米
町
の
成
井
孝

一
さ
ん
が
、
茨
城
県
青
年
農
業
士

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
稲
作
農
家

の
成
井
さ
ん
は
、
地
域
農
業
の
担

い
手
と
し
て
活
躍
中
。「
少
し
で
も

常
陸
太
田
の
農
業
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
県
で

は
、
地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
農
業
担
い
手
の
確
保
・
育
成

の
た
め
青
年
農
業
士
認
定
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

✿弓
道
で
関
東
大
会
個
人
３
位

✿

瀬谷涼太 さん  

6
月
19
日
～
22
日
、
甲
府
市
に
あ
る
山
梨
中
銀

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
、
関
東
高
校
陸
上
大
会

男
子
円
盤
投
に
、
佐
竹
高
２
年
の
瀬
谷
涼
太
さ
ん

が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

６
月
５
日
～
７
日
、
埼
玉
県
上
尾
市
の
県
立
武

道
館
で
行
わ
れ
た
、
関
東
高
校
弓
道
大
会
に
お
い

て
、
佐
竹
高
２
年
の
關
根
祐
也
さ
ん
が
個
人
戦
で
３

位
に
輝
き
ま
し
た
。

「８射８中でしたが、同中
者４人による競射で惜しく
も負けてしまい悔しいです。
これからも上位目指して
頑張ります」

關根祐也 さん 
  （佐竹高2年）

「初めての大会で緊張しまし
たが、2 投目で 37 m 83 ㎝で
自己記録を更新することがで
きうれしいです。貴重な経験
を積むことができました」

  （佐竹高2年）

✿✿

川又咲里奈 さん  

「自分の力を十分に発揮する
ことができず残念でしたが、
関東大会という素晴らしい舞
台に出場でき、良い経験にな
りました」

山縣和仁 さん 
  （太田一高3年）

「高校最後の総体で緊張と不
安はありましたが、今までの
練習の成果を発揮し、ベスト
を尽くすことができました」

  （太田一高3年）

✿

6
月
21
日
、
牛
久
市
総
合
運

動
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
た
、

県
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
。

金
砂
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属

で
金
砂
郷
中
３
年
の
木
村
百
那

さ
ん
、
同
中
1
年
の
木
村
名
那

さ
ん
の
姉
妹
が
、
女
子
団
体
組

手
の
部
に
出
場
し
、
3
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

県
中
学
校
空
手
道
選
手
権
大
会
で
３
位

関
東
高
校
陸
上
大
会
に
出
場

6
月
19
日
～
22
日
、
甲
府
市
に
あ
る
山
梨
中
銀

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
、
関
東
高
校
陸
上
大
会

女
子
８
０
０
ｍ
に
、
太
田
一
高
3
年
の
川
又
咲
里

奈
さ
ん
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

関
東
高
校
陸
上
大
会
に
出
場

6
月
19
日
～
22
日
、
甲
府
市
に
あ
る
山
梨
中
銀

ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
た
、
関
東
高
校
陸
上
大
会

男
子
５
０
０
０
ｍ
に
、
太
田
一
高
3
年
の
山
縣
和

仁
さ
ん
が
出
場
し
健
闘
し
ま
し
た
。

関
東
高
校
陸
上
大
会
に
出
場

（左から）木村百那さん、木村名那さん 県青年農業士に認定された成井孝一さん㊨
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T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

ＪＲ水郡線の列車をバックにテープカット

工事の安全祈願のため鍬入
れをする大久保市長

市
道
磯
部
天
神
林
線
・
国
道
２
９
３
号
の
開
通
式

７
月
2
日
、
Ｊ
Ｒ
谷
河
原
踏
切

工
事
、
市
道
０
１
２
０
号
線
（
磯

部
天
神
林
線
）
の
拡
張
工
事
の
完

了
に
伴
う
開
通
式
が
行
わ
れ
、
約

１
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
佐
竹
小
4
年
山
田

響
く
ん
、
梅
田
祈
和
さ
ん
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
に
参
加
。
ま
た
峰
山
中

の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
通

り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
道
の
駅
」
工
事
の
安
全
を
祈
る

子
育
て
情
報
メ
ー
ル
配
信
開
始

7
月
10
日
、
複
合
型
交
流
拠
点

施
設
「
道
の
駅
」
の
着
工
に
先
立

ち
、
施
工
者
の
岡
部
・
梅
原
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体
の
主
催
で
、

建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ
間
、
澄

　

市
で
は
、
妊
婦
の
方
や
乳
幼
児

の
保
護
者
の
方
が
、
安
心
し
て
出

産
や
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
て
い
ま
す
。
お
な
か
の
赤
ち
ゃ

ん
の
様
子
や
産
後
の
お
子
さ
ん
の

成
長
、
健
康
や
食
事
な
ど
の
ア
ド

バ
イ
ス
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
「
常
陸

太
田
市
子
育
て
じ
ょ
う
づ
る
メ
ー

ル
」
と
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

み
渡
る
青
空
の
な
か
、
来
賓
や
工

事
関
係
者
な
ど
約
40
人
が
参
列
し
、

こ
の
工
事
が
無
事
完
了
す
る
よ
う
、

安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
用
地
の
造
成
な
ど

着
工
に
向
け
て
の
準
備
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
本

格
的
な
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

国道 293 号バイパスは、増井町までの全線開通を目指す

７
月
8
日
、
国
道
２
９
３
号
常

陸
太
田
東
バ
イ
パ
ス
の
内
、
大

森
町
か
ら
岡
田
町
ま
で
の
区
間

２
９
４
０
ｍ
の
開
通
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
式
典
に
は
、
関
係
者
や

地
元
住
民
約
３
２
０
人
が
参
加

し
、
く
す
玉
割
り
や
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、
通
り
初
め
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
バ
イ
パ
ス
は
、
交
通
渋

滞
の
緩
和
な
ど
を
目
的
に
、
整
備

が
ス
タ
ー
ト
。
今
回
の
開
通
に
よ

り
市
道
と
合
わ
せ
て
国
道
３
４
９

号
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
、
円

滑
な
交
通
の
確
保
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

左記の QR コードを読み
登録すると一両日中に確
認メールが届きます（登
録・配信は無料）

【妊娠期ＱＲコード】

【出産後ＱＲコード】

道の駅は下河合町に整備中

道
の
駅
の
愛
称

「
黄こ

う
も
ん門
の
郷さ
と

」
に
決
定

来
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定
の

（
仮
称
）「
道
の
駅 

常
陸
太
田
」

の
愛
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
２
３
０
２
件
の
応
募
を
い

た
だ
き
、
こ
の
程
、
選
定
委
員
会

に
よ
る
審
査
を
行
い
、「
黄
門
の

郷
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

同
名
の
応
募
者
が
16
人
の
た
め
、

抽
選
で
牛
久
市
在
住
の
野
内
茂
さ

ん
を
最
優
秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇�

選
定
理
由　

　

○�

黄
門
さ
ま
（
徳
川
光
圀
公
）

は
、
市
の
歴
史
文
化
に
息
づ

き
、
全
国
的
に
も
知
名
度
が

高
く
、
市
内
外
に
広
く
発
信

で
き
る
愛
称
で
あ
る
。

　

○�

市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
わ
か

り
や
す
く
親
し
み
の
も
て
る

愛
称
で
あ
る
。

選定委員会の様子

式典後に通り初め
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私たちがサポートしています「移住・定住
相談室☎ 72-3110（さぁ、移住）」まで

市
で
は
、
常
陸
太
田
市
へ
の
移

住
・
定
住
に
関
す
る
相
談
業
務
を

迅
速
に
行
う
た
め
、
7
月
15
日
か

ら
市
役
所
本
庁
3
階
に
「
移
住
・

定
住
相
談
室
じ
ょ
う
づ
る
ラ
イ
フ

３
１
１
0
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

こ
の
相
談
室
は
、
市
の
人
口
減

少
・
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
開

設
し
た
も
の
で
、
空
き
家
情
報
や

子
育
て
支
援
、
教
育
、
交
通
、
就

労
な
ど
の
情
報
を
提
供
。
移
住
・

定
住
の
相
談
に
応
じ
な
が
ら
、
市

内
で
の
暮
ら
し
を
考
え
て
い
る
方

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ
て
、
主
に
首

都
圏
に
向
け
て
情
報
発
信
し
て
い

ま
す
。

ぶ
ど
う
・
梨
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

上
品
な
甘
さ
と
香
り
が
漂
う
ぶ
ど
う

ＪＡ常陸　常陸太田ぶ
どう部会観光部長
　長山　詮 さん
　　　　　（新宿町）

常
陸
太
田
の
ぶ
ど
う
は
、
全
体
的
に
糖
度
が
高
く
、

一
粒
一
粒
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。
春
先
か
ら
晴
天

に
も
恵
ま
れ
、
巨
峰
に
関
し
て
は
昨
年
よ
り
も
早
く
仕

上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
陸
太
田
オ
リ
ジ
ナ
ル
品

種
の
「
常
陸
青
龍
」
は
、
ク
セ
が
な
く
甘
く
粒
が
大
き

い
の
が
特
徴
。
8
月
上
旬
か
ら
９
月
の
上
旬
に
は
完
売

す
る
ほ
ど
の
人
気
で
す
。

ま
た
ぶ
ど
う
部
会
で
は
、
ぶ
ど
う
の
品
質
向
上
の
た

め
研
修
会
を
行
っ
て
、
市
や
県
と
の
協
力
に
よ
り
雨
よ

け
の
屋
根
を
作
り
、
露
地
栽
培
で
も
ハ
ウ
ス
に
負
け
な

い
ぶ
ど
う
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
み
ず
み
ず
し
い
甘
さ

が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
ぶ
ど
う
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

８
月
10
日
ハ
ウ
ス
物
オ
ー
プ

ン
予
定

８
月
22
日
常
陸
太
田
駅
夏
物
語

２
０
１
5
で
Ｐ
Ｒ

８
月
26
日
幼
稚
園
児
を
迎
え
ぶ

ど
う
狩
り
プ
レ
オ
ー

プ
ン
イ
ベ
ン
ト

９
月
１
日
露
地
物
オ
ー
プ
ン

予
定

〇�巨峰 1Kg
　▽ハウス物 1,650 円
　▽露地物 1,100 円～

◇�

常
陸
太
田
ぶ
ど
う
部
会
の
予
定

◇�

常
陸
太
田
梨
部
会
の
予
定

ＪＡ常陸
常陸太田梨部会長
　檜山　邦男 さん
　　　　　　（幡町）

今
年
の
常
陸
太
田
の
梨
は
、
順
調
に
育
っ
て
大
玉
が

多
く
、
と
て
も
甘
い
の
が
特
徴
で
す
。
春
先
か
ら
晴
天

に
恵
ま
れ
、
4
月
の
梨
の
花
の
開
花
に
合
わ
せ
て
行
う

人
工
受
粉
作
業
も
順
調
に
実
施
。
7
月
10
日
に
は
、
梨

部
会
会
員
の
見
回
り
も
行
わ
れ
、
昨
年
の
梨
特
有
の
黒

星
病
も
心
配
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
今
年
は
、
日
照
時

間
が
長
い
せ
い
か
、
幸
水
の
出
来
具
合
が
例
年
よ
り
も

数
日
早
く
、
ま
た
豊
水
・
秀
玉
・
二
十
世
紀
・
あ
き
づ

き
は
例
年
並
み
の
仕
上
が
り
で
す
。
9
月
か
ら
梨
狩
り

も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

み
ず
み
ず
し
い
梨
を
ど
う
ぞ

【
収
穫
頃
合
等
】

８
月
中
下
旬
頃
幸
水

８
月
22
日

常
陸
太
田
駅
夏
物
語

２
０
１
5
で
Ｐ
Ｒ

９
月
上
旬
頃
豊
水
・
秀
玉

９
月
下
旬
頃
二
十
世
紀
・
あ
き
づ
き

〇 �2 Ｌサイズ程度
　▽１Kg500 円～

←�常陸太田ぶどう
ぶ部会の情報は
こちらへ

←�常陸太田梨部会の
情報はこちらへ

移
住
・
定
住
相
談
室

を
開
設

問����������

Ｊ
Ａ
常
陸　

常
陸
太
田
ぶ
ど
う
部
会
・
常
陸
太
田
梨

部
会
（
☎
70
‐
３
４
８
８
）
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  文化課エコミュージアム推進室　☎72-3201

ちょっと
寄り道

今
月
は
岡
田
町 

来月は、岡田町の
「田」つながりで、

徳田町さんにお願
いします。

紹介者　
岡田町

小田部勝一さん

岡田町には、佐竹義繁の第 4 子、岡田四郎義隆が
応永 9 年（1402 年）に紀州熊野から御分霊を持ち
帰ったという熊野神社があります。境内には熊野神
社以外にも八坂神社などいくつかの境内社（小さな
神社）が祭られています。熊野神社に祭られている
のは伊

い ざ な み の み こ と

邪那美命で五穀豊穣、家内安全、無病息災な
どの御神徳があります。地域の皆さんは、家内安全等を祈願するため元
朝参り等を行っています。また 2 月には節分祭、4 月 8 日には春の祭礼、
旧暦の 6 月 7 日には八坂神社祭が行われます。永正 3 年（1506 年）に
この辺り一帯に疫病が流行し、魔除け・厄除けの神として旧暦の 6 月 7
日にお祭りが行われるようになったと伝えられています。時代の推移と
共に、悠久の歴史を刻みながら地域を見守ってくれている熊野神社です。
一度訪れてみてください。 

熊野神社

上河合散策マップ看板を立てましょう
7 月 12 日に上河合町で上河合散策マップ（地域資源の総合

案内看板）を設置しました。地域の子どもたちも工具を使って
取り付けを手伝いました。設置場所は、ＪＲ河合駅の近くです。
上河合町では今後、この散策マップをもとに「歩く会」を予定
しています。

白羽のお宝さがし
7 月 20 日、白羽町で「白羽のお宝探し」が行われました。学生

ボランティアなど地域の内外から 80 人を超える方が参加し、班ご
とに分かれてお宝を探しマップ作りをしました。参加した皆さんは、
田園の中などを歩き、「未来に伝えていきたいものが見つかった」な
どと感心しながら、お宝や自生植物をたくさん見つけていました。

工具を使って締め付け

重いのでしっかり持って作業

広報
ひたちお

おた

上河合町に総合案
内板を整備しまし
たので、ぜひ遊び
に来てください。

こんなに太いんだ

地図を飾り付け

お宝マップ作成

かき氷まだかな？
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しそもち
夏の暑さに負けないよう、夏バテ防止として食べるもち。
じゅうねん（エゴマ）味噌やピーナッツ味噌等、自家製のトッ
ピングで各家庭で食べられている。

今 は月

レシピ
①もちをついて食べやすい大きさに丸める。
②流水で洗ったしその葉で、もちの表と裏を挟む。
③じゅうねん味噌や醤油等、好みのトッピングで食べる。

17

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

もち・・・４つ
青しそ・・・８枚

材料（4 個分）

【
日
本
最
古
の
地
層
】

当
市
の
長
谷
町
や
町
屋
町
に
は
、
日
本

最
古
の
地
層
（
赤
沢
層
）
が
あ
り
ま
す
。
町

屋
町
に
あ
る
石
の
採
石
場
・
川
西
採
石
場
で

は
、
赤
沢
層
の
角か

く
せ
ん
が
ん

閃
岩
と
結

け
っ
し
ょ
う
へ
ん
が
ん

晶
片
岩
が
交
互

に
重
な
り
、
層
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
地
層
の
中
の
角
閃
岩
の
な
か

か
ら
５
億
７
０
０
万
年
前
の
「
カ
ン
ブ
リ
ア

紀
」
年
代
の
も
の
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
付
近
で
は
、
斑

ま
だ
ら
い
し石（
町
屋
石
）
と
呼
ば
れ

る
蛇じ

ゃ
も
ん
が
ん

紋
岩
が
見
ら
れ
ま
す
。

白
黒
の
ま
だ
ら
模
様
か
ら

こ
の
名
で
呼
ば
れ
、
地
元

で
は
、
模
様
の
大
き
さ
に

よ
っ
て
「
笹さ

さ
め目

」「
ぼ
た

ん
」「
も
み
じ
」「
し
も
ふ

り
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
笹
模

様
は
、
白
色
系
の
鉱
物
（
滑か

っ
せ
き石
）
と
黒
色
系

の
鉱
物
（
カ
ン
ラ
ン
石
）
が
混
じ
り
合
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
ま
だ
ら
模
様
を
作
っ
た
も
の
で

す
。蛇
紋
岩
は
、も
と
も
と
地
下
深
部
に
あ
っ

た
カ
ン
ラ
ン
岩
で
、
途
中
で
熱
変
成
作
用
を

受
け
、
再
び
カ
ン
ラ
ン
石
が
結
晶
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
旧
町
屋
変
電
所
】

旧
町
屋
変
電
所
は
、
明
治
42
年
、
日
立
鉱
山

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
町
屋
発
電
所
の
変
電
施

ジ
オ
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ 

ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
な
ど
を
ジ
オ
ネ
ッ
ト
常
陸
太
田
会
員
が
紹
介

Vol.5

設
で
す
。「
茨
城
の
電
気
王
」
と
呼
ば
れ
た
前

島
平
が
町
屋
発
電
所
を
明
治
44
年
に
買
い
戻

し
ま
し
た
。
当
時
町
屋
の
人
々
は
「
電
気
み

た
け
り
ゃ
町
屋
へ
行
け
」
と
言
わ
れ
誇
り
に

し
て
い
た
そ
う
で
す
。
昭
和
31
年
ま
で
変
電

所
と
し
て
機
能
し
た
後
は
、
地
域
の
集
会
所

と
し
て
利
用
さ
れ
、
平
成
11
年
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
な
り
ま
し
た
。

【
佐
竹
氏
の
町
屋
金
山
跡
】

旧
町
屋
変
電
所
の
南
の
山
中
に
佐
竹
氏
の
金

山
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
金
山
で
は
、

か
つ
て
自
然
金
の
ほ
か
に
、

黄お
う
て
っ
こ
う

鉄
鉱
、
黄お

う
ど
う
こ
う

銅
鉱
、
方

ほ
う
え
ん
こ
う

鉛
鉱

な
ど
の
鉱
物
が
産
出
さ
れ
ま

し
た
。
町
屋
金
山
跡
の
坑
道

の
入
り
口
付
近
に
含

が
ん
き
ん
せ
き
え
い

金
石
英

が
見
ら
れ
ま
す
。
石
英
質
の
岩
石
（
白
地
）
の
黒

い
筋
の
み
え
る
部
分
に
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
最
古
の
地
層
と
斑
石
、
旧
町
屋
変
電
所
、
佐
竹
氏
の
金
山
跡
に
つ
い
て

問����������

文
化
課
（
☎
72
‐
３
２
０
１
）
／

　
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
72
‐
８
１
９
４
）

ジオネット常陸
太田の森です。郷
土常陸太田のジ
オの世界に触れ
てみましょう。

�↑�市観光物産協
会ホームペー
ジ（ジオパー
ク）へアクセ
スできます

�↑�ジオネット常
陸太田へアク
セスできます 佐竹氏の金山跡

笹目模様の斑石

『広報ひたちおおた』に広告を掲載しません
か？市内各世帯に毎月配布され、宣伝効果
が期待できます。ぜひご利用ください。

■広告料（1 回当たり）
　①縦 4.5 ㎝×横 8.8 ㎝　1 万円
　②縦 4.5 ㎝×横 17.9 ㎝　2 万円
■問い合わせ
　情報政策課広報広聴係（内線 303・304）
　http://www.city.hitachiota.ibaraki.jp/

広
告
主
募
集
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 生涯学習センターでの講座

「絵の具さん　こんにちは！」うちわを作ろうワークショップ！

 御礼！顔出し撮影会

 コイノボリファッションショー　
　　 　　開催！

2013年10月から開始された本事業では、金砂郷・水府・里美の3地区に4人の芸術家
が滞在し、地域の皆さんと一緒に多岐にわたる活動を展開しています。 水府地区

ミヤタユキ

水府地区
  林友深

金砂郷地区
 渡部智穂

里美地区
　 なる

6月27日、こどもセンターうぐいす
の「親子で遊ぼう会」で150組の親
子260人による｢うちわ作り｣のワ
ークショップをしました。絵の具と
して使用したのは①練乳＋食紅②
里美産の小麦粉＋食紅の2種類。
その不思議な手触りを楽しみなが
ら制作していました。どれも個性
的で世界に１つだけのうちわが
できあがりました。 （なる）

6月23日～30日、市役所本庁1階
ロビーにて、「地元三十六景」の
展示を行いました。今回の作品
は参加型の作品となっており、
皆さんの笑顔で完成する作品
でした。関連企画として、展示期
間中には「顔出し撮影会」を行
い、150人以上の方が参加しま
した。   （渡部）

6月から生涯学習センター（中城町）に
て「アートを身近に楽しむ講座」と称し、
水府在住の林が市民の皆さんに向け
た講座を開催。全4回の講座も7月15日
に無事終了となりました。回ごとにさま
ざまなテーマを提案しながら、わけの
わからないものを自分の中に見出し、
うまくいったりいかなかったりを楽しみ
ながら、「アート」を身近に楽しんでもら
う体験をしました。　（林）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

常陸太田特別支援学校でコイノ
ボリファッションショーのワークシ
ョップを行いました。古着にコイ
ノボリを貼り、自分で作った個性
あふれるファッションで、ファッシ
ョンショーを開催！エネルギー溢
れる素晴らしい時間でした。　　
　　　　　　　　　（ミヤタ）　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

移住地区に限らず、市内各地区でさまざまな活動を
しています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特
化した楽しく深みのある活動を展開していきたいと
思っています。アーティストへの問い合わせは、少子
化・人口減少対策課までお願いします。
　　　   tel　0294-72-3111(内線314・346) 
　　　 fax　0294-72-3002    
　　　   ホームページ：hitachiota-air.com 　
　　 FBページ：facebook.com/air.hitachiota

「常陸太田アーティスト・イン・レジデンス」
　　　　　　　サポーター募集！

ご興味のある方は、上記、問い合わせ先まで
　　　　　　ご連絡ください。
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柏もちから学ぶ！

地域おこし協力隊
の情報はこちら→

問少子化・人口減少対策課（内線 346）
地域おこし協力隊ホームページ：hssk-i.com/
地域おこし協力隊フェイスブック：fecebook.com/hokyoryokutai

7 月 5日に里川町で行われた百年の杜
もり

づくり活動。男
性陣は草刈り、女性陣はお弁当と柏もち作りです。私は、
生まれて初めて柏もちを作りました。柏の葉を洗い、ゆ
でてあくを取り、冷ましてと目が回るぐらいのスピード
で大量の柏もちを作っていきます。全部で 400 個以上。

食べたことはあるけれど、柏の葉にあくがあることも全く知らず、自分が無知
だと改めて実感しました。女性陣は「米粉は 100％じゃないほうがおいしい」
とか「あんこは塩を少し入れたほうがいい」など、手づくりの際の工夫も、経
験があるからこそできる技だなと思いました。私はふかした柏もちを並べるの
が精いっぱいで、これから地域の技を学んでいこうと思います。

 里美地区  田中あかね

地域おこし協力隊がゆく 

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
に
参
加
し
ま
し
た

７
月
25
日
、
姉
妹
都
市
の
牛

久
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
34
回

う
し
く
か
っ
ぱ
祭
り
」（
25
日
・

26
日
開
催
）
に
、
本
市
の
市
民

交
流
団
（
80
人
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

祭
り
の
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る

牛
久
市
役
所
前
の
花
水
木
通
り

に
は
、
２
日
間
で
１
万
人
以
上

の
踊
り
手
が
集
結
。
市
民
交

流
団
も
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、

  里←→まち交流掲示板        

熱気あふれる踊り

パレードに参加したした市民交流団の皆さん。炎天下の中お疲れさまでした

「
ヤ
ッ
ペ
、
ヤ
ッ
ペ
」
な
ど
方

言
を
取
り
入
れ
た
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
お
囃は
や
し子

に
の
っ
て
、
陽
気
な

踊
り
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
2
時
間
楽
し

く
踊
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

「
ま
た
来
年
参
加
し
た
い
で
す
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
両
市
の

絆
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
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朝
市
で
は
、
特
製
の
里
山
コ
ロ
ッ
ケ

と
黒
豆
コ
ー
ヒ
ー
等
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
商
品
は
手
作
り
に
こ
だ

わ
り
、
里
山
コ
ロ
ッ
ケ
は
、
す
ぐ
に
完

売
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
大
人
気
。
ま
た
、

黒
豆
コ
ー
ヒ
ー
は
、
黒
豆
を
自
家
焙
煎

し
て
い
ま
す
の
で
、
香
ば
し
い
豆
の
香

り
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
季
節

に
合
わ
せ
て

わ
っ
ぱ
弁
当
や

冷
や
し
甘
酒
な

ど
里
山
の
恵
み

を
生
か
し
た
商

品
を
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
里
山

ホ
テ
ル
仕
込
み
の
逸
品
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い 新

鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸

太
田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る

出
店
者
の
方
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

里
山
ホ
テ
ル　

と
き
わ
路
（
増
井
町
）ホ

テ
ル
で
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
菜

園
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
利
用
で
き
る
エ

リ
ア
が
完
成
。
8
月
中
旬
に
は
マ
ッ

シ
ュ
ル
ー
ム
キ
ャ
ン
プ
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

今月の朝市は 8 月 16 日日に市役所駐車場で開催します！

今月の写真は、おかあさ
んと朝市に遊びに来てく
れたれいちゃんです。楽
しい朝市でかわいい笑顔
を見せてくれました。

★今月の一枚の写真★

問�

販
売
流
通
対
策
課
（
内
線
６
６
３
）

vol.29

イ
チ

朝

nav

市内には優れた農林水産物や加工品などが数多
くあります。その中から市の特産品認証制度で
認証された特産品を紹介していきます。
　　　　　　　問�市特産品推進協議会事務局
　　　　　　　　（販売流通対策課　内線 663）

made in
 Hitachiota

逸 品
　常陸太田市産の大きな粒と強い甘みが特徴のぶどうを使用し、サイダー

に仕上げました。ぶどうの甘い香りとサイダーのさわやかな味わい。果

汁は、市内産の巨峰と山ブドウを使用。サイダーは、オリがなく、きれ

いに仕上げています。さっぱりした風味と巨峰の濃厚な甘さを感じるこ

とができます。パッケージもワイン風に仕上げていますのでおみやげに

もオススメ。現在、市内亀印製菓直営店のほか、西山の里桃源や常陸太

田ぶどう部会等でも販売しています。

1 本 240ml　195 円
　　　　　　（税別）
1箱6本入り1,260円
　　　　　 　（税別）

特産品として認証され
た商品には、この認証
マークを表示し、PR
を行っています。詳し
くはこちら→

亀印製菓株式会社

市特産品認証マーク

【バーベキュー】

里山ホテルと
きわ路の情報
はこちら→

ギフトにも最適 茨城ぶどうサイダーは亀印製菓
常陸太田店等で販売

【マッシュルーム
キャンプ】

�バーベキューの材料・
道具はホテルが用意

�豊 か な 森 と 満 点 星 空。
一味違ったぜいたくな
キャンプが楽しめます

茨城ぶどうサイダー
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「常陸太田市健康増進計画』～健康づくりに重要な 6 つの分野～　その②

問健康づくり推進課☎ 73‐1212

　毎日の食事を味わって、おいしく食べることは、体と心の健康を保つための第一歩です。生涯にわたり、
健全な心身を作る豊かな食生活の実現のため、食に関する正しい知識を身に付け、望ましい食習慣を実践
していくことが大切です。

〈目標〉　主食、主菜、副菜をそろえ、バランスの良い食事をしましょう

学童期（6 ～ 12 歳）
青少年期（13 ～ 19 歳）

乳幼児期（0 ～ 5 歳）

青年期（20 ～ 39 歳）

壮年期（40 ～ 64 歳）

高齢期（65 歳以上）

妊娠～産婦期

栄養と食生活を見直しましょう !

●朝食の欠食、就寝前の間食が多い。
●栄養の偏りが見られる（野菜、牛乳、乳製品の摂取が足りない。塩分、嗜

し

好品、嗜好飲料の摂取が多い）
●食事の速度が速いと感じている人が多い。　　　　　　　　　　　　　　

妊産婦期に必要な栄養素をバラ ン
ス良く摂取する。

食生活の偏りにより、貧血や
体重管理の健康問題が生じや
すい。

家族の生活習慣や食習慣に大
きく影響されやすく、生活や
食事のリズムの問題などを生
じやすい。

○�生 活 リ ズ ム を 整 え、
3 食きちんと食べる。

○�食べ物に関心を持ち、
家族で食卓を囲む。

○�早寝早起きをし、朝ごはんをしっ
かり食べる。

○�食べ物の働きを知り、健康な体
づくりを心掛ける。

家庭環境などの影響を受け、
生活リズム、食生活の乱れが
生じやすい。

○�朝食の欠食をなくし、生活リズ
ムを整える。

○�生活習慣病予防を意識して、バ
ランス良く食べる。

○�仕事や付き合いが多くなり、
食生活の偏りや生活リズム
が不規則になりやすい。

○�外食や中食の利用が増える。

○�生活習慣病を意識し、
食生活を見直す。

○�自分の適正体重を知
り、体重をコントロー
ルする。

ストレスの増加、生活習慣の
乱れの蓄積により、生活習慣
病の兆候が見られるようにな
る。

○�低栄養に注意し、栄養バランス
の良い食事を心掛ける。

○�家族や仲間と楽しく食事をする
機会を持つ。

○�身体機能の低下、食事量の
減少など健康問題が大きく
なってくる。

○�孤食の高齢者が増えてくる。

ライフステージ 取り組み課題

常陸太田市の課題
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○受付時間　午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

○相談場所　社会福祉課生活支援係（市役所本庁 1 階）

対象となる方

支援の内容

　常陸太田市では、生活困窮者を対象とした相談窓口を開設しています。この相談窓口では、専門
の相談支援員が、皆さんの相談をお聞きし、関係機関と連携しながら、経済的、社会的な自立に向
けた支援を実施します。

生活保護を受けていない方で、経済的な問題で生活に困っている方、引きこも
りやニートなどの家族問題で悩んでいる方、働いた経験がなく一般就労をすることが不安な方、
住むところがなくて困っている方など、これまで制度のはざまで支援を受けられなかった、複合
的な課題を抱えた方々です。

問社会福祉課生活支援係（内線 147・148）

相談から支援までの流れ

まずは相談窓口へ 適切な対応を判断 課題を分析 自立へ計画を立案 自立への取り組み 終
結
（
自
立
し
た
生
活
を
達
成
）

◆�来庁または電話
でご相談くださ
い。

◆�就労や家庭、心
身の問題など、
抱えている問題
を相談支援員が
幅広くうかがい
ます。

◆�相談内容により、
自立相談支援で
対応するか、他
の機関へつなぐ
かを判断します。

◆�他の機関へつな
ぐ場合にも相談
支援員が一緒に
同行するなど支
援を行います。

◆�世帯状況、問題
の背景などにつ
いて、協働で理
解を深めます。

◆�相談者の抱えて
いるさまざまな
課題を把握、分
析・評価し、解
決のための支援
を探ります。

◆�希望を尊重しなが
ら、必要な支援
が計画的に行わ
れるよう、プラ
ン案を作成。

◆�案について適切
かどうかを支援
調整会議で協議
し、どのような
支援を行うかを
決定します。

◆�決定したプラン
に よ り、 支 援
サービスを提供。

◆�関係機関が連携
して支援を提供。

◆�目標に向けて支
援が行われてい
るかを定期的に
把握し、必要に
応じて調整を行
います。

などをサポート！就職住居

生活困窮者への支援制度が始まっています

自立相談支援 あなただけの支援
プランを作ります。

住居確保給付金 一定期間、家賃相当
額を支給します。

Information
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10 月から法人番号が通知されます

今月は、民間事業者の皆さんを対象としたお知らせです。マイナンバー制度の導入により、事業者は、
税や社会保障などの手続きで、従業員のマイナンバーを取り扱うことになります。

1 法人 1 つの法人番号（13 桁）が指定され、平成 27 年 10 月から通知されます。法人番号は、名称・所在
地とともにインターネット（法人番号公表サイト）を通じて公表されます。

○�特定個人情報保護委員会

ガイドライン（事業者編）

http://www.ppc.go.jp/

legal/policy/

○�政府広報オンライン（事

業 者 向 け ）http://www.

gov-online.go.jp/tokusyu/

mynumber/corp/

社会保障・税番号（マイナンバー）制度について②

事業者や人事給与担当者に求められる対応

〇マイナンバーを適正に扱うための社内規定づくり （基本方針、取扱規定の策定など）
〇マイナンバーを含む個人情報の安全管理措置の検討（組織体制、情報管理、漏えい防止、アクセス制御など）
〇社内研修の実施（特に総務・経理部門などマイナンバーを取り扱う事務を行う従業員への周知など）

マイナンバーの取り扱いの注意点

〇マイナンバーの利用範囲
法律に規定された社会保障、税および災害対策に関する事務に限定されます。

〇マイナンバーの提供の要求
�社会保障および税などに関する、手続書類の作成事務を行う必要がある場合に限って、本人などに対し
てマイナンバーの提供を求めることができます。

マイナンバー制度に関して、ご不明な点は、国のコールセンターへお問い合わせください。

〇電話　☎０５７０－２０－０１７８（全国共通ナビダイヤル）※ ナビダイヤルは通話料がかかります。

〇受付時間　午前 9 時 30 分～午後 5 時 30 分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

　※来月号では、通知カードや個人番号カードについてお知らせします。

◇問い合わせ先

問総務課総務行政係（内線 325）

具体的なガイドラインは
下記をご参照ください



広報ひたちおおた　2015 年 8 月号 常陸太田市役所　72-311118

住民基本台帳の閲覧状況の公表
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項および第 11 条の 2 第 12 項の規定に
基づき、平成 26 年度の住民基本台帳の閲覧状況を公表します。

閲覧者氏名 閲覧事由 閲覧日 閲覧対象

自衛隊茨城地方協力本部　
日立出張所

「平成 26 年度　自衛官募集
のための調査」

H26.5.22

市内
平成 8 年 4 月 2 日から平成 9
年 4 月 1 日の間に出生した男
女

内閣府大臣官房政府広報室 「外交に関する世論調査」 9.30
大里町
満 20 歳以上の男女 15 人

国土交通省常陸河川国道事
務所

「久慈川東海地区環境整備
事業に関するアンケート調
査」

10.23
馬場町　他 17 町会
18 歳以上の男女 48 人

消費者庁 「消費者意識基本調査」 10.28
幡町
15 歳以上の男女 25 人

独立行政法人労働政策研究・
研修機構

「子どものいる世帯の生活
状況および保護者の就業に
関する調査」

10.29
宮本町、内堀町　
子どものいる世帯の男女 25 人

内閣府男女共同参画局推進
課

「平成 26 年度男女間にお
ける暴力に関する調査」

11.11
瑞龍町
満 20 歳以上の男女 29 人

内閣府政策統括官
「平成 26 年度食育に関す

る意識調査」
11.11

中城町
満 20 歳以上の男女 15 人

株式会社野村総合研究所 「テレビ視聴に関する調査」 11.18
粟原町、増井町
16 歳以上の男女 28 人

内閣府大臣官房政府広報室
「社会意識に関する世論調

査」
12.12

山下町
満 20 歳以上の男女 40 人

日本たばこ産業株式会社 「全国たばこ喫煙者率調査」 12.17 芦間町　男女 20 人

株式会社建設技術研究所
「霞ヶ浦の環境整備事業に

関するアンケート調査」
12.19

市内
20 歳以上の男女 14 人

国土交通省常陸河川国道事
務所

「久慈川東海地区環境整備
事業に関するアンケート調
査」

H27.1.2
内田町　他 7 町会
18 歳以上の男女 123 人

問市民課市民窓口係（内線 122）
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よ
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所
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常陸太田地区

秋
野　

倉
造
（
中
城
町
）

野
邉　

英
夫
（
東
一
町
）

塩
原　

惠
子
（
西
宮
町
）

橘　
　

正
成
（
高
貫
町
）

大
内　

隆
（
内
田
町
）

小
林
む
つ
子
（
藤
田
町
）

根
本　

正
則
（
藤
田
町
）

石
川　

義
雄
（
天
神
林
町
）

石
川　

重
文
（
新
宿
町
）

菱
沼　

哲
朗
（
増
井
町
）

椎
名　

鈴
子
（
瑞
龍
町
）

関
山　

浩
美
（
白
羽
町
）

田
辺　

正
敏
（
真
弓
町
）

池　

洋
美
（
西
河
内
中
町
）

後
藤　

一
人
（
西
河
内
上
町
）

金砂郷地区

石
井
東
海
男
（
久
米
町
）

田
村　
　

隆
（
大
里
町
）

小
林　

俊
夫
（
新
地
町
）

綿
引　

益
満
（
中
野
町
）

熊
谷　

正
行
（
箕
町
）

高
柿　
　

静
（
中
利
員
町
）

富
田　

正
一
（
上
利
員
町
）

岡
崎　

紀
喜
（
赤
土
町
）

氏
名
（
住
所
）

水府地区

澤
富
士
子
（
松
平
町
）

茅
根　
　

栄
（
和
田
町
）

石
川　

幸
子
（
町
田
町
）

大
髙　

美
香
（
中
染
町
）

片
岡　

祐
一
（
天
下
野
町
）

石
川　

容
司
（
天
下
野
町
）

大
西　

一
雄
（
天
下
野
町
）

細
谷　

正
義
（
下
高
倉
町
）

里美地区

荷
見　
　

靖
（
里
川
町
）

木
村　

正
男
（
小
妻
町
）

鈴
木　

靖
則
（
小
中
町
）

井
上　

行
（
大
中
町
）

塙　
　

啓
一
（
折
橋
町
）

小
室　

利
幸
（
大
菅
町
）

子ども発達支援相談
「ことばが遅い」や「会話がかみ合わ

ない」など、子どもの発達や育児に
ついて、不安や悩み
などの相談に応じま
す。保護者と一緒に
問題を捉え、問題の
解決に向けて支援し
ていますので、ぜひ
ご利用ください。

◆�とき　月２回　10：00 ～ 16：50
　※�相談日はお知らせ版 10 日号や

市ホームページをご覧ください。
◆�ところ　総合福祉会館相談室
◆�相談員　臨床発達心理士
◆�相談内容　子どもの発達・知能

等の検査や、学校または保育園・
幼稚園での集団生活の様子を観察
し、家族や学校等の関係者へ適切
な支援を行っています。また保育
士も常駐していますので、お気軽
にご相談ください。

◆�申込方法　事前に電話でお申し
込みください（予約制）。

　
問社会福祉課（内線 162）

廣部相談員

問�
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課
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まちの話題 my town news 

太田小ｄｅ寄席芸術鑑賞会

校で落語を披露母
7 月 18 日～ 19 日、久米小で防災キャンプ（同小

PTA・おやじの会主催）が行われ、約 200 人の児童が
参加しました。今年で 6 回目となるキャンプでは、簡
易炊飯袋を使って炊いたご飯で食事をしたり、体育館
に宿泊するなど、非常時を体験。また、レクリエーショ
ンとして校舎内での肝だめしや、グラウンドでの花火
を行い、夏休みのよい思い出を作りました。

久米小で防災キャンプ

休みの思い出づくり

光

6 月 27 日、太田小で親子鑑賞会太田小 de 寄席が行
われ、当市出身で今年の 3 月に真打ちに昇進した、落
語家の三代目柳家さん助さんを招いて、落語鑑賞会が
行われました。満員の会場でさん助さんは、巧みな話
芸で観衆を魅了。母校に錦
を飾りました。

高座で落語を披露

6 月 28 日、図書館本館で豊後国の二孝女物語を学ぶ
講演会が行われました。講演会では、銀河ステーショ
ン文庫の石月ひろ子さんによる二孝女物語の読み聞か
せや、野上平さんによる講演会があり、参加した 30
人は物語をとおして思いやりや優しさ、地域の人たち
の心の温かさなどを学びました。

図書館で豊後国の二孝女物語を学ぶ講演会

いやりの心や家族愛を学ぶ思

熱心に聴く参加者たち

西山荘で鳥総祭  

圀公の思いをしのぶ
6 月 25 日、西山荘において、樹齢 400 年を超える大杉

を伐採したことに伴う鳥
とぶさまつり

総祭が行われました。この祭り
は、山の神様に感謝を伝えるもので、西山荘を管理する（公
財）徳川ミュージアムが主催。光圀公の隠居当時からあっ
たとされる歴史ある大杉は、推定樹齢 400 年で、伐採し
た大杉の一部は、さまざまな形で活用・保存が図られます。

夏

野上平さんの講演会

高さ約 20 ｍ、樹齢 400 年以上の
大杉

さん助さんに感謝の言葉

いばらきキッズステージ2015

どもたちを未来へつなげる子
7 月 12 日、西山研修所においていばらきキッズス

テージ 2015 リハーサル・レッスンが開催され、予選
を通過した 85 人のモデルが、プロモデルから歩き方、
ポーズ、目線などの指導を受
けました。同プロジェクトは、
子どもたちの自己肯定感を育
むことを目指して企画された
もので、対象は県内在住の 3
歳から中学生。本選は 8 月 29
日に結婚式場セントグラビス

（水戸市）で開催されます。

モデルウォークの練習

7 月 25 日、和田町において不動尊夜町が開催されま
した。この夜町、地域の方と子どもたちが楽しめるイベ
ントにしようと５年前から復活。
不動尊には 100 基の行灯を飾っ
たり、またイベント会場では、
流しそうめんやベーゴマ、金魚
すくいなどを楽しみました。

和田町不動尊夜町
町で地元を元気に夜

今では夜町に合わせて里帰りする方も
いる

佐 竹 高 Ｊ Ｒ Ｃ 部 11 人 が サ
ポート 

お米を炊飯袋に入れてゆでる 意外と？おいしいね !

鹿島神宮の神職による神事が厳粛
に執り行われた
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粟原池

堤防

久慈川

Ｎ

粟原町

  那珂市門部

至  木島大橋

至  島町

至  上河合町

県
道
常
陸
那
珂
港
山
方
線 スタート・ゴール

不動尊

粟原公民館

①

鞠子②

粟原つり場③

和田居⑤

百寿会フラワーロード⑥

見目神社

鹿島神社④

蛇行していた久慈川の河川改修に
より造られた粟原池。毎年行われ
る釣り大会は今年で 50 回目を迎え
た。運が良ければカワセミに出会
えるかも？

鹿島神社
粟原つり場

織田信長のころ、平家の子孫
の和田氏が屋敷を構えていた
が、佐竹氏に滅ぼされたとい
う

粟原町から島町にかけての小字
名。万葉集にある防

さきもり

人の歌の作
者・丸

ま る こ べ の す け お

子部佐壮の住居があった
といわれ、そこから「まりこ」
の地名が残ったとの説もある。
良質米の産地として知られる

お田植祭を毎年 7 月に開催。
お堂の前には地蔵尊が集めら
れている。すぐ西側には粟原
出身で柔術の達人・宇野親

ちか

義
よし

を 称 え る 碑 が 建 つ。 為
い

我
が

流
柔術を極めた親義の門弟は
1,400 人を数えたという

鞠
ま り こ

子

仁寿 3 年（853）、宇佐八幡を
勧請し創建。当初は八幡神社
であったが、元禄年間に光圀
公の指示で鹿島神社となった
という

和
わ だ い

田居（平家の森）

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

　その昔、久慈川と山田川の合流する一帯は、水があふれ泡がたくさん発生して、「泡
あわ

っ原
ぱら

」と呼ばれたことから
その名が付いたといわれる粟

あわ

原
ばら

町。久慈川の水運で栄え、かつては船宿もあったといいます。また、おいしいお米
の産地で、お酒や醤油も造られていたといわれ、まさに久慈川の水と共に歩んできた地域。大震災で大きな被害を
受けた粟原つり場はきれいに整備され、平日でも多くの太公望でにぎわっています。久慈川の恩恵を感じながら、
水と歴史に恵まれた粟原町をゆっくり歩いてみてください。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見どころをお伝えしながら、地
元の身近なウォーキングコースを紹介していきます。意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然を巡りながら、皆さんも歩いてみませんか。

ひたちおおた

て　て　ウォークく　   く �
  
文化課エコミュージアム推進室（☎72-3201）

地元で “前通り” と呼ばれる
1 ㎞を超える道に、カンナな
どが植えられている。町内の
老人会 “粟原百寿会” が管理
している

百寿会フラワーロード

②

③

①

⑤�

⑥

④�

距離：約3.7km   所要時間：約1時間30分 粟原町ハイキングコース粟原町ハイキングコース

不動尊

↑粟原つり
場の情報は
こちら

宇野親義寿蔵碑
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No.5平成 27 年 8 月号

Team Data
☆団員数　小学 1 年生～中学３年生の男女 38 人
☆練習日時・場所　18：30 ～ 20：00　
　○木・金曜日　山吹運動公園市民武道館
　○火・水曜日　里美柔剣道場
☆問い合わせ　代表者　弓野政人  
　　　　　　　☎ 82 ‐ 3882・090-8644-7641

Team Data

☆団員数　小学 1 年生以上の男女 8 人
☆練習日時　金曜日　18：30 ～ 20：30
☆練習場所　里美柔剣道場
☆問い合わせ　事務局　池田一美  
　　　　　　　☎82 ‐ 2333

里神館

スポーツに親し

む団体等を紹介 オオタスポーツオオタスポーツ

※随時団員を募集中です。まずは体験から !お気軽にお問い合わせください。

りしんかん

小里剣道スポーツ少年団

　剣道をとおして、礼儀作法や和の心を育てて
いきます。試合に勝つことよりも基本をしっか
り身に付けることで、中学・高校に進学しても正
確な技術を発揮できるように練習をしています。

学生時代の後輩が会社の求人をあっせんしてく

れたことがきっかけで入社しました。会社は、ポ

ンジュースでおなじみの果汁 100％ジュースをは

じめ、清涼飲料水やお茶などを製造しています。

工場では、1 日で各種飲料を 3 万ケースから多い

ときは 7 万ケースを製造。私は、飲料の資材原料を手配する仕事をしています。夏場やメー

カーの依頼によっては 1 日の生産量が異なる場合がありますが、それに合わせて原材料の

調達やペットボトル、紙パック容器などの

手配ができるかが腕の見せどころです。震

災の時は、製造ラインや製品を置く倉庫が

被害を受け、苦しい思いをしましたが、市

へ震災支援物資を提供したり、工場内で給

水活動し、地域貢献できたのが何よりもう

れしかったです。これからも時代に流され

ることなく「こだわりは、まじめです」を

合言葉に、信頼と安全安心で魅力のある商

品を提供し、地域社会の発展のため貢献し

ていきたいと思っています。

　　森　和之さん

　　　　　　　

常陸太田で働く若者を応援!

グッジョブ!グッジョブ!
vol.5
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〇取材協力：株式会社えひめ飲料茨城工場
〇所在地：岡田町 2112（常陸太田工業団地）
〇社員数：350 人（8 月 1 日現在）

 問商工振興・企業誘致課（内線 622）

　正しい剣道を身に付けながら、団員がたくま
しい人間になることを目指しています。礼儀作
法の習得や集中力強化による学力向上なども目
的にしています。楽しく、でもちょっと厳しい練
習で活動してみませんか？



立原瑠
る い と

人くん
8 月 14 日（三才町）

表紙に
よせて

おいしいぶどうのシーズンがやってきました。常陸太田市のぶどうは、9 月下旬まで楽しむことができます。ぜひふるさ
との味覚をお楽しみください。

石川旭
あ さ ひ

日くん
8 月 6 日（天神林町）

堆真
ま な と

那斗くん
8 月 18 日（宮本町）

磯野佑
ゆ う た

太くん
8 月 14 日（小目町）

西野想
そ の か

乃香ちゃん
8 月 7 日（山下町）

松本美
み う

海ちゃん
8 月 1 日（栄町）

金田小
こ な つ

那津ちゃん
8 月 18 日（山下町）

押手祐
ゆ ず き

好くん
8 月 12 日（小目町）

平野海
か い と

人くん
8 月 18 日（大里町）

城石琉
りゅうせい

成くん
8 月 18 日（田渡町）

佐藤叶
か な め

芽くん
8 月 13 日（中城町）

後藤歩
あ ゆ む

夢くん
8 月 7 日（新宿町）

髙橋ひおりちゃん
8 月 19 日（山下町）

8 月で１歳です！

　◇�対象　市内に住所を有する平成 26 年 10 月生まれのお子
さん（10 月号掲載分）

　��◇応募締切　9 月 10 日木
　�◇�必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生年月日・

住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号
　◇�その他　メールの場合は写真データを添付の上、受信制

限を解除してください（ＪＰＥＧ形式で 3 ＭＢ以内）。

応募された写真は返却しませんのでご了承ください。
　申��問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田市金

井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.hitachiota.
lg.jp ／内線 303・304）

お子さんの満１歳の記念に写真を掲載してみませ
んか。掲載希望の方は、任意の用紙に必要事項を
記入の上、写真を添えてお申し込みください。

小林由
ゆ め

芽ちゃん
8 月 25 日（山下町）

篠塚歩
あゆむ

くん
8 月 23 日（中城町）

小室佳
か い と

士くん
8 月 25 日（真弓町）

白石祷
と う ま

真くん
8 月 19 日（西染町）

今月は「幸久幼稚園」で～す (^0^)/ 短冊に願いを

ひまわり組（年長さん）

和紙に絵の具を染み込ませ
た飾りや星をつくりまし
た。もちろん短冊には願い
を込めて。
みんなのお願い、届くとい
いね！

元気に

すくすく


